


秋季彼岸会秋季彼岸会
仏教では、わたしたちの生きる世界を「此岸（しがん）」、生と死の境界を超えた世界を「彼岸（ひがん）」といい
ます。太陽が真東からのぼり真西に沈む秋分の日は東の此岸と西の彼岸がもっとも近づく日です。古来より
秋分の日の前後3日を合わせた7日間に供養をすれば極楽浄土へいくことができるとされ、先祖供養が
行われています。

場 　 　 所
卒塔婆供養料

遙 拝 供 養

光明殿 2階（受付は 1階）
六尺 30,000 円より、五尺 20,000 円より、四尺 10,000 円より、二尺 5,000 円より
※一霊、先祖代々に関わらず上記の供養料です。

ご都合により合同供養会にお越しになれない場合は、遙拝供養をお申し込みください。
ご供養し、卒塔婆は僧侶にてお供えいたします。

場 　 所
申 　 込

西山本堂
別途送付する招待状をご確認ください。

秋季彼岸
　 合同供養会

期 間
予 約 方 法

9月20日～26日
位牌出し希望日の前日12時までに電話または来寺にて予約
電話　052-832-2801
来寺受付は圓照堂または納経所で承ります。

お彼岸の期間は、「お位牌のみ」ご予約にてお出しします。
お骨出しは出来かねますので、ご了承ください。

■ 圓照堂の参拝について

三辺の合計が 100cm以内の段ボール箱、もしくは 45ℓ相当の袋に
入る程度。
（大きさが 100cmを超える場合は、一口 5,000 円以上となります）

■ 一口の目安

雛人形、五月人形、ぬいぐるみ、御守、御札、念珠など。
ガラスケース入りの人形などは、安全の為、ケースを外し人形のみ
お持ちください。素材によってはお預かりできない場合がございま
すので、ご了承ください。

■ 供養品の例

10時／11時半／14時
209 ［火］～26［月］

※受付は各回 15 分前（所要時間 40 分～ 50 分）
※卒塔婆をお書きするため、なるべく事前にお申し込みください。

259 ［日］

郵便
申込期限 139 ［火］

来寺
申込期限 当 日

場 　 　 所

申 込

供 養 料
光明殿 1階
一口 3,000 円より
供養品の受付は来寺のみです
9月 20 日～ 25 日　納経所（9時～ 17 時）
9月 26 日　　　　　光明殿（9時～ 13 時）

人形仏具供養会 13時269 ［月］

招待制

郵便
申込期限 139 ［火］

来寺
申込期限 当 日秋季彼岸会の期間中、ご先祖様へおはぎや花をお供えいたします。

施主名を堂内にあげさせていただきます。

お供物

奉 納 料 一口 1,000 円

西山本堂奥に位置する霊牌殿に特別永代祠堂位牌を
お祀りされている方を対象とした法会です。

思い出がたくさんつまった人形や長年使ってきた仏具に感謝をこめて厳修します。
彼岸期間中は事前受付をいたしますので、供養したい人形や仏具がありましたらお持ちください。

特別永代　堂法会

仏具は事前に電話でご相談ください。
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「名古屋の火まつり」として知られる興正寺千燈供養会は、明治24年10月に発生した濃尾地震の犠牲者
鎮魂供養が始まりです。現在も奉納された供養燈籠や真言秘奥の柴燈大護摩祈祷により、私たちの祈り
を天に届けています。

数　 量
奉 納 料

限定数／満了となり次第終了
一燈5,000円

■ 奉納提灯

■ 当日の予定

※スケジュールや内容は変更になる場合があります　※天候等による変更のお知らせは公式サイトをご確認ください

申込期限 309 ［金］

申込期限 309 ［金］

申込期限
当日まで受付可

参道や柴燈護摩壇の結界に掛けられる提灯です。
奉納施主名をお書きします。

募 集 人 数
対 　 　 象
祈 祷 料
授 与 品

5名
8歳～中学生の女児
10,000 円
御守・特別護摩木

稚児行列
稚児とは穢れを知らぬ幼い子どもをさし、神事や祭礼などで清めの役割を担うなどしました。稚児と呼ばれる
年齢のうちに何度も参加できることは稀なことで、三度稚児をつとめれば、より幸せになるとも云われます。
千燈供養会の稚児行列は、行事の露払いとして境内を清める大切な役割を担っています。

柴燈大護摩祈祷

12：00 頃より
14：00
 
15：00頃 
17：00 
17：30
18：00頃
 
19：00 

稚児着替え受付
稚児行列 出発
加持祈祷
稚児下山・着替え
僧侶行列 出発
柴燈大護摩祈祷 開始
柴燈大護摩壇 点火
特別大護摩祈祷・火渡り
下山

役稚児
やく　　ち　　 ご

募 集 人 数
対 　 　 象
祈 祷 料
授 与 品

150 名
0 歳～中学生の男女
5,000 円
御守・特別護摩木

一般稚児

※荒天時予備日
　10月30日［日］

2910 ［土］ 大護摩壇を守る山伏と
問答で智慧比べをします

悪しきものが入らぬよう、
斧や剣、弓矢で結界を
張ります

総本尊大日如来の智慧
の火を松明に移して護摩
壇に灯し、「願文」を奉読
して祈祷します

稚児行列詳細
W E B 申込は
こ ち ら か ら

一基　　1,000円

一本一願　500円

※仏教行事です。「課金を伴うライブ配信」はご遠慮ください。

真言秘奥

見どころ

申込期限
当日のみ

※限定数
一体　　　300円

■供養燈籠

■特別護摩木 ■特別朱印

申込期限 2010 ［木］

其の1其の1 山伏問答山伏問答

其の2其の2 宝弓之儀宝弓之儀

其の3其の3 真棒を燃やす真棒を燃やす

千燈供養会せんとうくようえせんとうくようえ
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1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

［木］

［金］

［土］

［日］

［月］

［火］

［水］

［木］

［金］

［土］

［日］

［月］

［火］

［水］

［木］

16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

　　　　　　

［金］

［土］

［日］

［月］

［火］

［水］

［木］

［金］

［土］

［日］

［月］

［火］

［水］

［木］

［金］

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

［土］

［日］

［月］

［火］

［水］

［木］

［金］

［土］

［日］

［月］

［火］

［水］

［木］

［金］

［土］

16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

31日

［日］

［月］

［火］

［水］

［木］

［金］

［土］

［日］

［月］

［火］

［水］

［木］

［金］

［土］

［日］

［月］

読経、講座、瞑想、写経などを組み合わせて修養しています。本年は興正寺の
歴史について、「尾張の律苑」であったという視点から紐解いていきます。
9月4日「五重塔と念仏堂」　10月2日「興正寺の中の真言宗と浄土宗」

一日修養会

大般若経転読祈祷会

4 ・9 ［日］ ［日］210

27 ～9 ［火］ ［木］610

光明殿2階 大ホール場所

※申込・詳細は「各種WEB申込み」QRコードより

※拝観予約は「各種WEB申込み」QRコードより

10：00 ～14：00時間

2,000円（昼食代含む）支具料

１、5、9月の5日に厳修される法会です。600巻、60億40万語におよぶ経典を、
転読という特別な方法を用いて読むことで梵風を起こし、御仏に願いが届くよう
祈願します。御仏餉袋（おぶっしょうぶくろ）に白米をいれたものをご持参いただければ、
お供えいたします。

五節句の一つで、陽数の極みである9が重なることから「重陽」と呼ばれます。また、
旧暦9月9日は菊の咲く季節で「菊の節句」とも呼ばれ、今年は10月4日にあたります。
邪気を払い、長寿の効能があるとされる菊をテーマにした室礼でお迎えいたします。

西山本堂場所 11：0０時間

59 ［月］

9月 10月

祥月合同供養会

普門園休園

普門園休園

普門園休園

普門園休園

普門園休園

特別永代祠堂法会

長老祥月忌
人形仏具供養会

安産合同祈祷会

普門園休園

［霊龕堂・圓照堂・佉羅陀・永代祠堂］

祥月合同供養会［圓照堂］

露店縁日 大隨求明王
大般若経転読祈祷会
干支成満巡り

［西山本堂 10：00］

干支成満巡り

干支成満巡り

縁日 観世音菩薩
［観音堂 13：00］

縁日 観世音菩薩
［観音堂 13：00］

縁日 弘法大師 興正寺マルシェ
［弘法堂 10：30］

縁日 地蔵菩薩
安産合同祈祷会

［能満堂 13：00］

縁日 不動明王
［不動護摩堂 10：30］

縁日 大日如来［大日堂 12：30］
［12：00～16：00 ］

縁日 大日如来［大日堂 12：30］

縁日 阿弥陀如来
［奥之院 13：00］

露店縁日 虚空蔵菩薩

干支成満巡り
［能満堂 10：00］

縁日 弘法大師 興正寺マルシェ
［弘法堂 10：30］

縁日 地蔵菩薩

普門園休園

普門園休園

普門園休園

［能満堂 13：00］

縁日 不動明王
［不動護摩堂 10：30］

露店縁日 虚空蔵菩薩
［能満堂 10：00］

露店縁日 大隨求明王
［西山本堂 10：00］

興正寺施主慰霊法会

御詠歌入門講座

一日修養会

八事夢講座

遊翠の心 茶の古典を読む

阿息観
子ども寺子屋くらぶ
WEB申込 想耕茶会（11/11）

電話申込 想耕茶会（11/11）

遊翠の心 写経

遊翠の心 きもの装い

遊翠の心 きもの装い

御詠歌入門講座

遊翠の心 阿息観

仏典読み解き講座

阿息観

大人の寺子屋

講座仏教行事 講座仏教行事

写経写仏はじめて講座
TERA-YOGA

秋
季
彼
岸
会

重
陽
の
室
礼

講座・催し等
各種WEB申込みはこちらから▶

講座・催し等
各種WEB申込みはこちらから▶

興正寺月釜

受付9：00 ～14：00 時間 茶席二席　2,000円茶券
本席：表千家 長谷川如隠　添席：興正寺担当懸釜 茶室 竹翠亭場所

1510 ［土］

三世祥月忌

開基祥月忌

普門園休園

十一世祥月忌

御詠歌入門講座

御詠歌入門講座

一日修養会

遊翠の心 きもの装い

興正寺月釜

遊翠の心 写経

遊翠の心 茶の古典を読む

阿息観

八事夢講座

阿息観
和文化体験いけばな

阿息観

講座仏教行事 講座仏教行事

写経写仏はじめて講座
TERA-YOGA
マルシェ茶席・初心者のためのお茶席

和文化体験いけばな

重陽の室礼

茶室 竹翠亭場所 10：00 ～16：00 時間

500円（季節の和菓子と抹茶つき）拝観料

茶どころ名古屋と称されるほどに日常のなかに溶けこんでいた茶の湯。
そこには人や文化の豊かな交流がありました。一期一会の茶席に集う楽しみを
見つけてください。

祥月合同供養会

普門園休園

普門園休園

普門園休園

普門園休園

［霊龕堂・圓照堂・佉羅陀・永代祠堂］

重
陽
の
室
礼

祥月合同供養会［圓照堂］

縁日 阿弥陀如来［奥之院 13：00］

仏典読み解き講座

いのちの修行一日体験
遊翠の心 きもの装い

遊翠の心 阿息観

　千燈供養会
稚児行列
朱
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1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

［火］

［水］

［木］

［金］

［土］

［日］

［月］

［火］

［水］

［木］

［金］

［土］

［日］

［月］

［火］

16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

［水］

［木］

［金］

［土］

［日］

［月］

［火］

［水］

［木］

［金］

［土］

［日］

［月］

［火］

［水］

特別祈祷では、本尊である阿弥陀如来と善の綱でつないだ五鈷杵で受者を加持
し、その功力を注いで魔を払い、福を招き入れます。また、當山五世諦忍妙龍和尚
の梵字六字名号の護符を授与いたします。参拝のみの方は申込み不要です。

奥之院大祭

想耕茶会－深秋－

東山本堂場所 13：00 時間

1,000円 ※先着20名、事前申込可　※遙拝申込可、護符は後日納経所で授与特別祈祷

一本100円祈祷ロウソク

秋も深まり、季節の彩りも日々変化する頃。柚子も色づき初時雨を聞くと、炉開きを
迎えます。一陽来復の「亥の月」に開炉の茶会をいたします。気分あらたに新茶
をいただき茶人の正月を祝います。

茶室 竹翠亭場所 10：30 ／13：30時間 2,000円参加費

1111 ［金］

1511 ［火］

11月

祥月合同供養会

七五三身体健全祈祷会

普門園休園

普門園休園

普門園休園

普門園休園

普門園休園

祥月合同供養会
七五三身体健全祈祷会

［霊龕堂・圓照堂・佉羅陀・永代祠堂］

［圓照堂］

縁日 観世音菩薩
［観音堂 13：00］

縁日 弘法大師 興正寺マルシェ
［弘法堂 10：30］

縁日 地蔵菩薩
［能満堂 13：00］

縁日 不動明王［不動護摩堂 10：30］

縁日 大日如来
［大日堂 12：30］

［12：00～16：00 ］

縁日 阿弥陀如来［奥之院 13：00］
奥之院大祭［奥之院 ］

露店縁日 虚空蔵菩薩
天瑞いずみの会追悼法会
七五三身体健全祈祷会

干支成満巡り［能満堂 10：00］

七五三身体健全祈祷会

七五三身体健全祈祷会

安産合同祈祷会　
七五三身体健全祈祷会

普門園休園

七五三身体健全祈祷会

遊翠の心 きもの装い

遊翠の心 きもの装い

想耕茶会 深秋

阿息観
遊翠の心 茶の古典を読む

遊翠の心 写経

御詠歌入門講座

阿息観

遊翠の心 阿息観

和文化体験いけばな

仏典読み解き講座

御詠歌入門講座

阿息観
八事夢講座

講座仏教行事 講座仏教行事

写経写仏はじめて講座
TERA-YOGA
マルシェ茶席・初心者のためのお茶席

講座・催し等
各種WEB申込みはこちらから▶

露店縁日 大隨求明王
大般若経転読祈祷会
七五三身体健全祈祷会

［西山本堂 10：00］

※申込・詳細は「各種WEB申込み」QRコードより

511 ［土］6［日］12［土］13［日］19［土］20［日］26［土］27［日］
合同祈祷会日程

写真提供：SNOW*IN

対 　 象

祈 祷 料

申 込

5,000 円より（御守・千歳飴あり）

 個別祈祷の申込みも受け付けています。

 提携フォトスタジオ

SNOW*IN
052-893-7528

アクエリアス
052-807-7677

ストリングスホテル八事NAGOYA
0120-948-546

※要事前申込
※コロナウイルス感染予防対策で人数規制をして実施

※時間については興正寺公式サイトをご確認ください。

七五三身体健全祈祷会
節目の歳を迎えたお子さまの健やかな成長を願う七五三。色づいた紅葉のもと、

ご家族揃ってハレの日をお祝いください。

平成 28 年生まれ
平成 30 年生まれ
令和   2 年生まれ

※数え年でなくてもお申込みいただけます

（数え年七歳）
（数え年五歳）
（数え年三歳）

干支成満巡り

■興正寺公式サイト
■来寺　納経所にて
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諸堂のご紹介

西山本堂 観音堂 能満堂 大日堂 東山本堂 不動護摩堂
本　尊 虚空蔵菩薩
縁　日

大　祭

本　尊 大日如来
縁　日
大　祭

本　尊 正観世音菩薩
縁　日 毎月18日　観世音菩薩
大　祭 8月10日

　「観世音菩薩九万九千日」

本　尊 阿弥陀如来
縁　日 毎月5日　大隨求明王

本　尊 阿弥陀如来
縁　日 毎月15日　阿弥陀如来
大　祭 11月15日　「奥之院大祭」

本　尊 不動明王
縁　日 毎月28日　不動明王
大　祭 6月5日、13日

「不動護摩堂特別祈祷会」

弘法堂

元禄4年（1691年）、開山天瑞圓照
和尚百回遠忌にあたり建立された
お堂で、開祖弘法大師、興正菩薩
叡尊、開山天瑞圓照和尚の三祖を
奉安しています。

本　尊 弘法大師
縁　日
大　祭

弘法大師
「初弘法」
「終い弘法」

享保2年（1717年）に尾張徳川家
六代藩主継友公の寄進により、
尾張徳川家の祈願修法所として
建立されました。本尊の虚空蔵菩薩
は秘仏で、開山天瑞圓照和尚御作
です。「智慧授けの仏」として信仰
されています。
また堂内には地蔵菩薩も奉安されて
おり、子どもの守り仏として参拝
されています。

尾張徳川家二代藩主光友公が実
母の供養の為、鋳造させた大日如
来（総本尊）が奉安されています。
当時この場所からは熱田の森や
名古屋港が一望できたといわれて
います。6月8日は芋の苗植え、11月8日
は収穫を参拝者の方と行います。

本尊は阿弥陀如来で、興正寺で
一番古いお堂です。学問・修行の場
であった東山の本堂として建立
されました。
當山先師と尾張徳川家歴代藩主の
位牌をお祀りしています。

現在のお堂は安政4年（1857年）の
建立で、本尊の正観世音菩薩は、
尾張徳川家二代藩主光友公が
自身の守り本尊を興正寺西山本尊
にと寄進されたもので、秘仏として
奉安されています。脇立の三十三観音
は開山天瑞圓照和尚御作です。

寛延4年（1751年）の建立で、本尊
は阿弥陀如来です。堂内には弘法
大師、大隨求明王など諸仏が奉安
されています。「ぽっくりさん」と親し
まれる大隨求明王への信仰は篤く、
長寿健康を願うほか、安産の霊験も
あらたかであるといわれています。

創建時に建立された最も古いお堂
のひとつで、護摩を焚き修法を
行っています。

干支成満巡り

干支のご本尊を参拝しながら諸堂を
ゆっくり巡るガイド付き境内案内です。
最後は奥之院で解散ですが、引き
続き茶室で僧侶の法話を聞き、
抹茶をいただけます。

開　　催
集　　合
所用時間
参 加 費

準　　備

毎月5日、13日
西山本堂前に10時
2時間程度
無料
朱印は別途、各100円
歩きやすい服装、靴

毎月21日
1月21日
12月21日

大日如来
「華曼荼羅会」
「大日堂すす払い」

毎月8日
4月8日
12月8日

虚空蔵菩薩
地蔵菩薩
「地蔵盆」

毎月13日
毎月24日
8月24日
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